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	応用
	抗原情報
	背景
	MAP2の正確な機能は不明ですが、MAPは微小管の脱重合を安定化させる可能性があります。また、微小管を硬化させる作用もあるようです。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MAP2抗体(7D4)(赤)およびDAPI(青)を使用したマウス脳組織中のMAP2の免疫蛍光分析。
	

	MAP2抗体(7D4)(赤)およびDAPI(青)を使用したラット脳内のMAP2の免疫蛍光分析。
	

	MAP2 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。ネガティブコントロールは二次抗体のみを使用しました。
	

	MAP2 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。ネガティブコントロールは二次抗体のみを使用しました。
	

	MAP2抗体を用いたパラフィン包埋マウス脳組織の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧・高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。ネガティブコントロールとして、二次抗体のみを用いた。
	

	MAP2 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

